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南 極

■クルーズ中のお食事
　朝食と昼食は、ビュッフェスタイルのお食事となります。夕食には、コース料理
をご用意いたします。メインコースには、シーフード料理やお肉料理、パスタ料理、
低カロリーメニューなどバラエティ豊かなお食事をご用意いたしております。

■レクチャー
　船内では、南極の歴史や野生生物のことなど、専門家によるレクチャーイベント
が開催されます。英語でのレクチャーをご参加するお客様がよりお楽しみいただけ
るように、南極クルーズの経験豊富な日本人通訳が同時通訳を実施します。

ゾディアック・ボートで巨大な氷山を見学

ゾディアック・ボートでザトウクジラの観察

ゾウアザラシ

南極は氷河と雪の世界が広がる丘の上から美しい南極の風景を望む

ヒゲペンギン

210mm



南極 Q & A?
?

南極の季節は夏です。天候が良ければ摂氏5
度、天候が崩れた場合には氷点下5度位です。
但し、天候は非常に変わりやすいので気温が氷
点下10度位になっても耐えられる服装をご用
意ください。

Q6　南極の外気温はどれぐらいですか？

20歳代～80歳代まで広くご参加いただいております。健康であれば年齢
に関係なくご参加いただけます。

Q1　参加者の年齢は何歳位ですか？

船内の温度は、22度～25度位に調節されていますが各々の客室でも
調整が可能です。

Q3　船内の温度はどれぐらいですか？

船内のコーヒーステーションには、24時間いつでも、コーヒー、紅茶、ココ
ア、飲料水が用意されていて、無料でご自由にお飲みいただけます。

Q4　船内でコーヒー等はいつでも飲めるのですか？

南極には人間が住んでいないため、携帯電話の通信に必要な基地局があり
ませんので携帯電話のご利用はできません。

Q5　南極から携帯電話で通信する事は可能でしょうか？

船の揺れを予測する事はとても難しいことですが、南米最南端から南極半島
に到達するためには、ドレーク海峡を横断します。ドレーク海峡は1年中荒れ
狂っているかというとそうではありません。穏やかな日も多々あります。海が
時化た日は、ベッドで横たわっているのが一番快適で安全です。船に弱いお
客様は酔い止めの薬を服用ください。効き目がない場合には、酔い止めの注
射（有料）があります。旅行中1回の接種で十分です。

Q2　船は揺れますか?

野生動物が多く生息している近くに上陸します
ので、長時間歩いて見学する事はありません。

Q7 上陸して見学する際、
長時間歩くのでしょうか？

南極旅行にご参加いただくお客様は、海外旅行保険（含む3,000万円以上の治療と救援費用）の加入
が参加条件となります。また、ご旅行出発前に病気や怪我等で旅行をキャンセルしなければならなくな
った時のため、同時にクルーズ旅行取消費用担保特約の加入もおすすめいたします。尚、クレジット・カ
ード付帯サービスの保険ではご旅行をお引き受けできませんので、予めご理解ご了承願います。　

このクルーズツアーの旅行条件の一部（お申し込み金、キャンセル料など）については、「世界の山旅」
のカタログ巻末掲載の旅行条件は適用されません。詳しい旅行条件を説明した書面をお渡ししますの
で、事前にご旅行条件をご確認の上、ご予約ください。このコースのお申し込み金は20万円となりま
す。このコースのキャンセル料は下記の通りです（「フライ＆クルーズ約款」を準拠約款といたします）。

「海外旅行保険」の加入が必要です。

■船内での服装／ラフで快適な服装でお過ごしくだ
さい。ディナーの時間を含み、ラフな服装が一般的
です。ウエルカム・パーティーやフェアウエル・パー
ティーも催されますが、フリースやセーターなど自
由な服装でご参加いただけます。

■お食事／朝食と昼食はビュッフェスタイルです。夕
食はコース料理です。メインコースには、お魚料理
やお肉料理、パスタ料理などバラエティー豊かなお
食事をご用意いたしております。
■船内レストランでのお飲み物／朝食、昼食の際に
はジュースとソフトドリンク、夕食の際にはクォーク
社指定のビールとワイン、ジュース、ソフトドリンク
が旅行代金に含まれています。
※バー等でのお飲み物は有料です。
■靴／船内では履きなれた靴あるいはスニーカー
が便利です。
■船内の電圧とコンセント／船内の電圧は、220V
（50Hz）でコンセントは2本の丸ピン（Cタイプ）です。
■客室のアメニティ／バスタオル、フェイスタオル、ハン
ドタオル、シャンプー、ボディーソープ、ヘアードライヤ
ー、バスローブが備わっています。（パジャマ、歯磨き、
髭剃りセットはお客様ご自身にてご用意ください。）

■バスルームのシャワー・ノズル／取り外し可能なタイプです。
■トイレ／航空機と同じバキューム式となっており
ます（ウォシュレット・タイプではありません）。

■冷蔵庫と金庫／全客室にあります。
■船内新聞／毎夜お休みになる前に翌日の予定を
記した船内新聞を客室にお届けいたします。
■船内通貨／船内の通貨は米国ドルです。
現金、クレジットカード（ビザ、マスター、アメックス、
ダイナース）もご利用頂けます。船内でのショッピン
グやソフトドリンク、アルコール飲料、通信代などは
その都度伝票にサインするだけで、下船日前日に一
括してお支払い頂けます。
■船内チップ／旅行代金に含まれていますので、船内
でお支払は不要です。
■ギフトショップ ／船内にはギフトショップがあり、
フリースや帽子、絵葉書などを販売しています。
■オープンブリッジ（操舵室）／特別な場合を除き、
24時間自由にブリッジに入ることができます。
■ランドリー／船内にセルフ・ランドリーの設備はあり
ませんが、有料でクリーニングを依頼することは可能
です。尚、ドライ・クリーニングの設備はありません。
■ゾディアック・ボート（エンジン付ゴムボート）／船
にはゾディアック・ボートが搭載されており、上陸観
光やゾディアック・クルージングに利用されます。南
極旅行の醍醐味を存分にお楽しみいただけます。

■通信衛星システム／船内には通信衛星システム
が完備されていますので、通信衛星を利用した
国際電話、ファックス、E-mail（英語）を有料でご
利用頂けます。
■レクチャー／船内にて各分野の専門講師やエク
スペディション・スタッフによるレクチャーが催さ
れます。南極の野生動物、氷、氷河、探検の歴史、
地質学など興味あふれるレクチャーをお楽しみ
頂けます。
■理容・美容／船内には、理容・美容室はありませ
んので、整髪料、ブラシ等はご自身にてご用意く
ださい。
■禁煙ポリシー／客室およびパブリックスペースは
禁煙です。喫煙は、屋外の指定された場所でのみ
可能です。上陸観光の際は禁煙となります。
■医療施設／船内には医師が常駐しています。一般
的な医薬品は常備していますが、持病などによる特
定の薬は用意出来かねますので、お客様ご自身にて
ご用意ください。尚、医療費は個人負担となります。

※本船には各国からのツーリストが乗船し、
クルーズ、上陸、食事、講座、ホテルのチ
ェックイン・アウト、港からホテル間の移動
などは同一行動となる場合があります。

※お申し込みの方には、フライ&クルーズ約款、手続き書類、持ち物リストなどをお送りいたします。

南極での服装（イメージ）

3防水性のズボン
ゾディアック・ボートに乗船中、水しぶきで濡れる事もあります。また、
雪上に座り込む事もありますので、必ず防水性のズボン（ゴアテック
ス製やナイロン製）をご用意ください。防水性のズボンの下に着用す
る服装は保温性の高い、コーデュロイやチノパンツがお勧めです。

4リュックサック
南極クルーズでは、乗下船の際、必ずゾディアック・ボートを利用しま
すので、安全のため両手を空ける必要があります。カメラや双眼鏡、
バッテリーなど上陸後に必要なものは、リュックサックに収納してご
持参ください。

5帽子　奪われる体温の半分は頭部からです。「つばと耳あて付の帽
子」をお持ちになると重宝します。

6ネックウォーマー＆フェイスウォーマー
冷たい風から首回りや顔を保護するのにとても便利です。

8手袋
フリース製あるいはポリエステル製の厚手の手袋を2組ご用意く
ださい。　※水に濡れても速乾性のあるものが便利です。

7厚手の靴下　厚手の靴下を3～4組ご用意ください。

9水着
水温や気象の状況が許せば、「南極海飛込み大会」も予定しています。

0その他
南極では、陸上でのトイレは禁止されています。トイレが心配な方はい
ざと言うときの為に医療用の紙パンツをお持ちになると安心です。

Q役立つアイテム
● 紫外線防止用のサングラス、UVクリーム
● コンタクトレンズの方は予備の眼鏡
● 野生動物を観察するのに便利な双眼鏡
● 使い捨てカイロを数個

■クルーズ中のお食事
　朝食と昼食は、ビュッフェスタイルのお食事となります。夕食には、コース料理
をご用意いたします。メインコースには、シーフード料理やお肉料理、パスタ料理、
低カロリーメニューなどバラエティ豊かなお食事をご用意いたしております。

■レクチャー
　船内では、南極の歴史や野生生物のことなど、専門家によるレクチャーイベント
が開催されます。英語でのレクチャーをご参加するお客様がよりお楽しみいただけ
るように、南極クルーズの経験豊富な日本人通訳が同時通訳を実施します。

旅行開始日の
前日から起算して
さかのぼって

取消日 取消料
121日前まで
120日前～91日前まで
90日前～前日
旅行開始後及び無連絡不参加の場合

無料
旅行代金の25%
旅行代金の50%
旅行代金の全額

船内のご案内

210mm 210mm
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射（有料）があります。旅行中1回の接種で十分です。

野生動物が多く生息している近くに上陸します
ので、長時間歩いて見学する事はありません。

南極旅行にご参加いただくお客様は、海外旅行保険（含む3,000万円以上の治療と救援費用）の加入
が参加条件となります。また、ご旅行出発前に病気や怪我等で旅行をキャンセルしなければならなくな
った時のため、同時にクルーズ旅行取消費用担保特約の加入もおすすめいたします。尚、クレジット・カ
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シップ
データ

● 改装年 ： 2004年全面改装　● 総トン数 ： 8,282トン　● 航海速力（開水域） ： 15.5ノット
● アイスクラス ： 1D（耐氷船）　 ● 乗組員 ： 144名　　  ● 乗客定員 ： 189名
● 全長 ： 124ｍ　　　　　　   ● 全幅 ： 16ｍ　　　　 ● 喫水 ： 4.9ｍ　 ● 船籍 ： ナッソー（バハマ）

インフォメーション■船内での服装／ラフで快適な服装でお過ごしくだ
さい。ディナーの時間を含み、ラフな服装が一般的
です。ウエルカム・パーティーやフェアウエル・パー
ティーも催されますが、フリースやセーターなど自
由な服装でご参加いただけます。
■お食事／朝食と昼食はビュッフェスタイルです。夕
食はコース料理です。メインコースには、お魚料理
やお肉料理、パスタ料理などバラエティー豊かなお
食事をご用意いたしております。
■船内レストランでのお飲み物／朝食、昼食の際に
はジュースとソフトドリンク、夕食の際にはクォーク
社指定のビールとワイン、ジュース、ソフトドリンク
が旅行代金に含まれています。
※バー等でのお飲み物は有料です。
■靴／船内では履きなれた靴あるいはスニーカー
が便利です。
■船内の電圧とコンセント／船内の電圧は、220V
（50Hz）でコンセントは2本の丸ピン（Cタイプ）です。
■客室のアメニティ／バスタオル、フェイスタオル、ハン
ドタオル、シャンプー、ボディーソープ、ヘアードライヤ
ー、バスローブが備わっています。（パジャマ、歯磨き、
髭剃りセットはお客様ご自身にてご用意ください。）

■バスルームのシャワー・ノズル／取り外し可能なタイプです。
■トイレ／航空機と同じバキューム式となっており
ます（ウォシュレット・タイプではありません）。

■冷蔵庫と金庫／全客室にあります。
■船内新聞／毎夜お休みになる前に翌日の予定を
記した船内新聞を客室にお届けいたします。
■船内通貨／船内の通貨は米国ドルです。
現金、クレジットカード（ビザ、マスター、アメックス、
ダイナース）もご利用頂けます。船内でのショッピン
グやソフトドリンク、アルコール飲料、通信代などは
その都度伝票にサインするだけで、下船日前日に一
括してお支払い頂けます。
■船内チップ／旅行代金に含まれていますので、船内
でお支払は不要です。
■ギフトショップ ／船内にはギフトショップがあり、
フリースや帽子、絵葉書などを販売しています。
■オープンブリッジ（操舵室）／特別な場合を除き、
24時間自由にブリッジに入ることができます。
■ランドリー／船内にセルフ・ランドリーの設備はあり
ませんが、有料でクリーニングを依頼することは可能
です。尚、ドライ・クリーニングの設備はありません。
■ゾディアック・ボート（エンジン付ゴムボート）／船
にはゾディアック・ボートが搭載されており、上陸観
光やゾディアック・クルージングに利用されます。南
極旅行の醍醐味を存分にお楽しみいただけます。

■通信衛星システム／船内には通信衛星システム
が完備されていますので、通信衛星を利用した
国際電話、ファックス、E-mail（英語）を有料でご
利用頂けます。
■レクチャー／船内にて各分野の専門講師やエク
スペディション・スタッフによるレクチャーが催さ
れます。南極の野生動物、氷、氷河、探検の歴史、
地質学など興味あふれるレクチャーをお楽しみ
頂けます。
■理容・美容／船内には、理容・美容室はありませ
んので、整髪料、ブラシ等はご自身にてご用意く
ださい。
■禁煙ポリシー／客室およびパブリックスペースは
禁煙です。喫煙は、屋外の指定された場所でのみ
可能です。上陸観光の際は禁煙となります。
■医療施設／船内には医師が常駐しています。一般
的な医薬品は常備していますが、持病などによる特
定の薬は用意出来かねますので、お客様ご自身にて
ご用意ください。尚、医療費は個人負担となります。

※本船には各国からのツーリストが乗船し、
クルーズ、上陸、食事、講座、ホテルのチ
ェックイン・アウト、港からホテル間の移動
などは同一行動となる場合があります。

ツイン（角窓）／
イメージ（18.6㎡）

シングル（丸窓）／
イメージ（17㎡）

スイート／
イメージ（37㎡）バルコニースイート／イメージ（30㎡）

シングル（丸窓）
バルコニースイート
　ツイン（角窓）

　シングル（角窓）
　スイート
　トリプル ツイン（角窓）

快適な客室のご案内
全室海側の客室は、あたたかみのある色合いを基
調とした安らぎの空間を提供。ゆったりとした広さ
が、快適な南極の旅をお約束いたします。

※お申し込みの方には、フライ&クルーズ約款、手続き書類、持ち物リストなどをお送りいたします。

船尾 船首

南極へ旅をご案内する耐氷船「オーシャン・ダイヤモンド」南極へ旅をご案内する耐氷船「オーシャン・ダイヤモンド」

（イメージ）

南極での服装（イメージ）

南極旅行の服装と装備の目安

1パルカ／防水性の防寒上着
本船にご乗船後、着脱自在のフリースが付
いたパルカを進呈します。パルカの下に着
用する服装は、ウールやシルク、化学繊維な
どの軽い素材を重ね着すると良いでしょう。
化学繊維のフリースは濡れても乾きやすく、
さらに軽くて風を通さないので便利です。

2ゴム長靴
本船にご乗船後、貸出いたします。厚手の
靴下や中敷をご持参になると便利です。南
極には桟橋はありません。砂地や石ころ、
岩場等の海岸に上陸するため足元が濡れ
ますのでゴム長靴が必需品です。

3防水性のズボン
ゾディアック・ボートに乗船中、水しぶきで濡れる事もあります。また、
雪上に座り込む事もありますので、必ず防水性のズボン（ゴアテック
ス製やナイロン製）をご用意ください。防水性のズボンの下に着用す
る服装は保温性の高い、コーデュロイやチノパンツがお勧めです。

4リュックサック
南極クルーズでは、乗下船の際、必ずゾディアック・ボートを利用しま
すので、安全のため両手を空ける必要があります。カメラや双眼鏡、
バッテリーなど上陸後に必要なものは、リュックサックに収納してご
持参ください。

5帽子　奪われる体温の半分は頭部からです。「つばと耳あて付の帽
子」をお持ちになると重宝します。

6ネックウォーマー＆フェイスウォーマー
冷たい風から首回りや顔を保護するのにとても便利です。

8手袋
フリース製あるいはポリエステル製の厚手の手袋を2組ご用意く
ださい。　※水に濡れても速乾性のあるものが便利です。

7厚手の靴下　厚手の靴下を3～4組ご用意ください。

9水着
水温や気象の状況が許せば、「南極海飛込み大会」も予定しています。

0その他
南極では、陸上でのトイレは禁止されています。トイレが心配な方はい
ざと言うときの為に医療用の紙パンツをお持ちになると安心です。

Q役立つアイテム
● 紫外線防止用のサングラス、UVクリーム
● コンタクトレンズの方は予備の眼鏡
● 野生動物を観察するのに便利な双眼鏡
● 使い捨てカイロを数個

特製パルカ（防寒上着）を乗船後、進呈！！
重宝する「ゴム長靴」を乗船後、船内にて
無料で貸出し致します。さらに

極地旅行の必需品

200mm 210mm


